
第８回 西日本補助人工心臓研修セミナー 
～よりよい在宅管理を目指して～ 

※ 本セミナーは人工心臓管理技術認定士認定委員会が認定する研修プログラムです 

 

会場：ホール、サテライト：大会議室 
10：00～10：05 【開会の辞】 澤 芳樹（大阪大学 心臓血管外科） 

10：05～11：05 一般口演（１） 

 座長 坂田泰史 （大阪大学 循環器内科） 

塩瀬 明 （九州大学 心臓血管外科） 

10：05～10：35  （１）移植適応・重症心不全概論、LVAD 装着の適応とタイミング 

世良英子 （大阪大学 循環器内科） 

10：35～11：05  （２）植込型 LVAD 術後急性期・慢性期の管理、合併症 

木下 修 （東京大学 心臓外科） 

 

― コーヒーブレイク ― 

 

11：15～12：15 一般口演（２） 

 座長 絹川弘一郎 （富山大学 循環器内科） 

    碓氷章彦   （名古屋大学 心臓外科） 

11：15～11：45  （１）植込型 LVAD の在宅管理基準と退院プログラム 

肥後太一 （九州大学 循環器内科） 

11：45～12：15  （２）より良い在宅管理のためのチーム医療 

斎藤俊輔 （大阪大学 心臓血管外科） 

 

12：15～13：00 【ランチョンセミナー】                      会場：ホール、サテライト：大会議室 

 座長 戸田宏一 （大阪大学 心臓血管外科） 

「Mechanical circulatory support in the era of organs’ donor shortage」  
GINO GEROSA, MD. （Professor of Cardiac Surgery, University of Padova） 

 

― コーヒーブレイク ― 

 

13：45～15：15 【MD セッション：症例報告 ～退院後の予期せぬトラブル？！～】      会場：大会議室 

 座長 小野 稔（東京大学 心臓外科） 

  簗瀨 正伸 （国立循環器病研究センター 移植医療部） 

（１）	補助人工心臓装着後慢性期に外来にて急激な運動耐容能低下を認めた 1 例 

瀬口 理 （国立循環器病研究センター 移植医療部） 

（２）	退院後の予期せぬ貧血および高度低アルブミン血症    

六鹿雅登 （名古屋大学 心臓外科） 

（３）	そのアラーム、、いつものアラームと思っていませんか？突然の pump停止の経験 
佐村高明 （大阪大学 心臓血管外科） 

（４）	そして介護者がいなくなった 

木下 修 （東京大学 心臓外科） 

（５）	在宅管理中の予期せぬ自然災害の経験 

藤野 剛雄 （九州大学 循環器内科） 

（６）	災害時における在宅患者への対応 –次の自然災害に備えて-  

秋山正年 （東北大学 心臓血管外科） 



 

13：45～15:15 【ハートチームセッション】 ～退院後、より豊かに過ごすために～        会場：ホール 

 座長 西岡  宏 （国立循環器病研究センター 臨床工学部）                           

  久保田 香（大阪大学 移植医療部） 

（１）	退院基準と退院プログラム                        加門千寿 （大阪大学 看護部） 

（２）	社会資源の活用～Medical Social Worker の関わり～ 

岡本有未 （大阪大学 保健医療福祉ネットワーク部） 

（３）	植込型左心補助人工心臓装着患者の社会復帰支援～NCVC における社会復帰に向けた取り組み～ 

                             堀 由美子（国立循環器病研究センター 移植医療部） 

（４）	在宅療養に移行した後の機器管理教育～現状と今後の課題～  柏 公一 （東京大学 臨床工学部） 

（５）	在宅機器管理の現状                     倉島直樹 （東京医科歯科大学 ME センター） 

 

15：15～16：15 【全体モックサーキュレーション】                                  会場：ホール 

各デバイス プレゼンテーション                                             

（NIPRO, AB5000, Berlin Heart, EVAHEART, HeartMate II, Jarvik2000, DureHeart） 

 

16：15～17：50             会場：ホール 

【全体 session：LVAD 患者選定から入院、退院、社会復帰、最期まで、すべて診ます】                                      

 座長 西村 元延 （鳥取大学 心臓血管外科） 

  川口 博美 （大阪大学 看護部） 

（１）	早期退院〈6 週間〉を目指した退院プログラムの進め方 

遠藤 美代子 (東京大学 看護部） 

（２）	地域とつながる心不全治療 －VAD、移植適応の判定から術後在宅管理まで－ 

堂前圭太郎 (大阪大学 心臓血管外科） 

（３）	920km 離れた補助人工心臓管理～ゼロから立ち上げまで～ 

長元 優 (大隈鹿屋病院 臨床工学科） 

（４）	VAD 在宅管理の可能性 ～最期まで家で看るためには～ 

伊東 紀揮 （ゆみのハートクリニック 看護部） 

（５）	重症心不全患者の最期を考える〜治療と併存する緩和医療の在り方とは?〜  

大石醒悟 （姫路循環器病センター 循環器内科） 

（６）	大阪大学における心不全緩和チームの活動〜DT 新時代に向けた取り組みと課題〜 

松浦良平 (大阪大 心臓血管外科） 

 

16：15～17：50 【ハンズオンセミナー、機器見学、機器・機材展示】           会場：会議室Ｂ・Ｃ（３Ｆ） 

植込み手技実技指導 

1. EVAHEART       梅原伸大 （東京女子医科大学 心臓血管外科） 

2. Jarvik 2000       田ノ上禎久 （九州大学 心臓血管外科） 

3. HeartMate Ⅱ            木下 修 （東京大学 心臓外科） 

4. NIPRO       秦 広樹 （大阪大学 心臓血管外科） 

5. HVAD             斎藤俊輔 （大阪大学 心臓血管外科） 

6. AB5000       大岡智学 （北海道大学 循環器外科） 

7. Berlin Heart Excor      市川 肇 （国立循環器病センター 心臓血管外科） 

 

17：50～17：55 【閉会の辞】 澤 芳樹 （大阪大学 心臓血管外科） 

17：55〜       受講証配布( 2F フロアにて) 

18：00～19：00  【懇親会】   銀杏会館 2F レストランミネルバ 


